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二

江 　
と
こ
ろ
ざ
わ
ま
つ
り
を
華
や
か
に
彩
る
、
山

車
。
往
時
は
屋
根
の
上
に
人
形
が
載
っ
て
い
た

の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
江
戸
後
期
に
三
代
に
渡
っ
て
一
世
を
風ふ
う
靡び

し

た
人
形
師
が
い
ま
し
た
。名
前
は
、
原は
ら

舟し
ゅ
う
月げ
つ
。

江
戸
の
町
で
名
を
は
せ
た
名
人
親
子
二
代
・
三

代
原
舟
月
の
人
形
が
、
時
を
経
た
今
、
所
沢
の

２
つ
の
町
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鎮ち
ん
守じ
ゅ
・
所
澤
神し
ん

明め
い
社し
ゃ
の
秋
の
祭
礼
が
起
源
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
昼
間
の
曳ひ

き
回
し
の
勇
ま
し
さ
、
ま
た
、

提
灯
に
明
か
り
を
と
も
し
た
夜
の
山
車
の
姿
は
、
重
じ
ゅ
う

松ま

流
り
ゅ
う

祭
ま
つ
り
囃ば
や
子し

の
調
べ
と
と
も
に
所
沢
っ
子
の
心
を
震

わ
せ
ま
す
。

　
各
町
の
山
車
は
、
人
々
の
誇
り
。
明
治
時
代
初
期
の

製
作
と
さ
れ
る
御
幸
町
、
元
町
本
町
、
有
楽
町
の
山
車

は
、
付
属
の
山
車
人
形
を
含
め
、
市
の
指
定
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。
人
形
は
、
と
こ
ろ
ざ
わ
ま
つ
り
の
当

日
に
各
町
の
会
所
（
詰
所
）
に
飾
ら
れ
ま
す
。

　10 月、中心市街地で開催されるところざわまつりの「華」は、何
と言っても豪華な山

だ
車
し
とそれを引き立てる山車人形。江戸の祭礼と

人形文化の伝統を今に伝える文化財です。
　こうした華麗な伝統文化を筆頭に、市内の各地でさまざまな「江
戸」を感じられることをご存知ですか。
　風が心地良いこの季節、所沢に残る知られざる「江戸」を訪ねて
みましょう。
問文化財保護課☎2998‐ 9253 FAX 2998‐ 9128

戸
に
店
を
構
え
た
二
代
原
舟
月
は
、
そ
れ

ま
で
主
流
だ
っ
た
京
風
の
雛
人
形
に
対
し
、

江
戸
好
み
の
雛
人
形
を
完
成
さ
せ
、
人
形
界
の

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
そ
の
名
が
川
柳
に
詠
み
こ
ま

れ
る
ほ
ど
の
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
名

工
の
手
に
よ
る
人
形
が
、
御
幸
町
の
山
車
人
形

で
す
。

　
明
治
６
年
に
作
ら
れ
た
御
幸
町
の
山
車
は
、

八
王
子
、
石
畑
村
（
現
瑞
穂
町
）
を
経
て
明
治

43
年
に
同
町
が
購
入
し
ま
し
た
。
山
車
本
体
の

華
麗
な
彫
刻
も
見
ど
こ
ろ
で
す
が
、
二
代
舟
月

作
の
２
体
の
山
車
人
形
は
、
江
戸
の
華
や
か
な

人
形
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
現
在
修
復
中
の
た
め
、
今
年

の
と
こ
ろ
ざ
わ
ま
つ
り
で
は
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
来
年
２
月
開
催
の
所
沢
市
文
化
財
展

（
３
面
参
照
）
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

代
の
息
子
、
三
代
原
舟

月
は
、
父
に
劣
ら
ぬ
腕

前
を
持
ち
、
江
戸
か
ら
明
治

へ
と
移
り
ゆ
く
激
動
の
時
代

を
生
き
ま
し
た
。
元
町
本
町

の
山
車
人
形
の
頭か
し
ら「
加
藤
清

正
」
は
、
彼
の
作
品
で
す
。

人
形
が
納
め
ら
れ
た
箱
に
は

慶
応
三
年
（
１
８
６
７
年
）

と
い
う
幕
末
の
年
号
が
記
さ
れ
、
三
代
が
若
い

時
期
に
手
が
け
た
も
の
と
分
か
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
人
形
も
、
江
戸
の
人
形
文
化
の
円

熟
期
を
反
映
す
る
貴
重
な
作
品
で
す
。
他
の
村

を
経
て
御
幸
町
へ
や
っ
て
き
た
二
代
舟
月
の
山

車
人
形
と
元
町
本
町
の
三
代
舟
月
作
山
車
人
形
。

名
工
親
子
の
作
は
、
期
せ
ず
し
て
所
沢
の
地
で

「
再
会
」
し
、
現
在
も
町
の
人
々
の
心
を
つ
な

ぐ
大
切
な
宝
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　　ところざわまつり
壱、山車、山車人形

参、

弐、小野家住宅

山口観音
（金乗院）

▲関羽（左）と周倉（右）は、
「三国志」の登場人物

こ

　こ

其
の
壱

そ

　
　
　い
ち

江
戸
の
文
化
、
所
澤
に
伝
わ
り

〜
名
工
父
子「
再
会
の
地
」〜

▶戦国武将「加藤清正」の人形頭は、
元町本町で大切に保存されています。


